
eduroam の接続方法【Windows 10 の場合】 
 

【接続に必要な情報】 

SSID eduroam 

AP への接続 認証 eduroam 方式 (IEEE802.1X) 

セキュリティの種類 WPA2エンタープライズ 

暗号化の種類 AES 

ID（ユーザ名）、パスワード お持ちの eduroam アカウントの ID とパスワード（※） 

認証方式 お持ちの eduroam アカウントに対応した方式（※） 

 

※東北大学の教職員及び学生は、eduroam アカウントとして以下のものが使えます。 

【教職員】 

ID（ユーザ名）：サブ ID@eduroam.tohoku.ac.jp 

パスワード：サブ ID パスワード 

認証方式：PEAP / MSCHAPv2 

 

【学生】 

ID（ユーザ名）：サブ ID@student.tohoku.ac.jp 

パスワード：サブ ID パスワード 

認証方式：PEAP / MSCHAPv2 

 

Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 



※この自動設定でうまく接続できない場合は、後半にある【手動設定】をお試しください。 

【接続手順】 

1.「Windowsマーク」をクリックし、設定をクリックします。 

 
 

2.「ネットワークとインターネット」をクリックします。 

 
 

3.「eduroam」をクリックします。 

 
 



4.「接続」をクリックします。また、「自動的に接続」をチェックした場合、無線提供エリア内では、特別な操作な

く、自動的に無線 LANへ接続されます。自動で無線 LANへ接続したくない場合は、チェックをはずしてくださ

い。 

 
 

5. 接続に使うユーザー名とパスワードを入力し、「OK」をクリックします。 

ユーザー名、パスワード ：eduroam アカウント（p.1を参照） 

 
 

6. サーバの拇印が正しいことを確認し「接続」をクリックします。 

 サーバの拇印：「bd ef 89 e6 19 3a 38 39 e5 ec af 1f 06 de ac 33 63 1d 1c 24」(SHA1の場合)、もしくは

「f1 e1 9b c8 e3 c5 3b e3 b4 19 f9 d3 7c 71 b1 98 4f ff c3 7b b1 41 48 a8 3b 54 19 51 

d4 c8 9a de」(SHA256の場合) 

 有効期限：2025年 6月 1日 17:08:15 

 

 
 

 

【補足】 

・サーバの拇印が異なる場合は、不正な APに接続している可能性があります。 



・確認が出るのは最初の接続のみです、次回以降は自動で確認を行います。 

・上記画面が表示されず、接続ができない場合は、接続に必要なルート証明書がインストールされていない可能性

があります。InternetExplorerを起動し、「ツール」→「インターネットオプション」→「コンテンツ」タブ→「証

明書」→「信頼されたルート証明書機関」の順に進み、発行先："Security Communication RootCA2"があるかを

確認して下さい。 

証明機関が存在しない場合には、ルート証明書をインストールして下さい。 

・上記はレルムが「@eduroam.tohoku.ac.jp」及び「@student.tohoku.ac.jp」の利用者の接続手順です。それ

以外の利用者の場合は、手順や表示される内容が異なる場合があります。 

 

7. 「eduroam」が「接続済み」となっていれば、接続完了です。 

 
 

【正常に接続できない場合】 

以前の設定や正常ではない設定が残っている可能性があります。 

「設定」→「ネットワークとインターネット」→「Wi-Fi」→「既知のネットワークの管理」の画面を開き 

eduroamの設定を削除してください。 

 

 
 



【手動設定】 

基本的には、事前の設定を行うことなく「接続手順」を行うことでご利用頂けますが、接続できない場合に以下の

手順をご覧下さい。 

 

1.Wi-Fi設定画面の下部にある、「ネットワークと共有センター」をクリックします。 

 
 

 

2.「新しい接続またはネットワークのセットアップ」をクリックします。 

 
 

3.「ワイヤレスネットワークに手動で接続します」を選択して、「次へ」をクリックします。 

 
 



4.新たな無線ネットワークの情報を以下のとおりにに入力、または選択し、「次へ」をクリックします。 

ネットワーク名  ：eduroam 

セキュリティの種類 ：WPA2-エンタープライズ 

暗号化の種類  ：AES（自動で設定され、変更できません） 

 
 

5. 追加された無線ネットワークの設定値を変更しますので、「接続の設定を変更します」をクリックします。 

 
 

 

※下図のように表示された場合は、設定が存在しているため以下の手順で削除する必要があります。 

「キャンセル」をクリックします。 

 
 



Wi-Fi設定画面で「Wi-Fi設定を管理する」をクリックします。 

 
 

「eduroam」をクリックします。 

 
 

「削除」をクリックします。 

既存設定を削除できたので、手動設定を最初から実行します。 

 
 

 



6.「接続」タブ右側の「セキュリティ」タブをクリックします。 

 
 

 

7.「セキュリティ」タブ上の項目を以下のとおりに入力、または選択し、「設定」をクリックします。 

ネットワークの認証方法の選択  ：Microsoft: 保護された EAP(PEAP) 

ログオンするたびに、～ ：※ 

※：ユーザー名とパスワードが保存して次回以降のユーザー名とパスワードの入力を省略したい場合はチェック

を入れます。 

 
 



8.「保護された EAPのプロパティ」上の項目を以下のとおりに入力、または選択し、「構成」をクリックします。 

証明書を検証してサーバーの IDを検証する ：チェックする 

信頼されたルート証明機関 ：「Security Communication RootCA2」をチェックする 

認証方法を選択する  ：セキュリティで保護されたパスワード(EAP-MSCHPAv2) 

高速再接続を有効にする ：チェックしない 

 
 

9.「EAP-MSCHAPv2 のプロパティ」上の項目を以下のとおりに、選択し、「OK」をクリックします。クリックし

た後、手順 7の画面に戻ります。 

Windowsのログオン名とパスワード～ ：チェックしない 

 

 
 



10. 手順 7の画面に戻りますので、「詳細設定」をクリックします。 

 
 

11.「802.1Xの設定」上の項目を以下のとおりに選択し、「OK」をクリックします。 

認証モードを指定する：ユーザー認証 

 
 

12.手順 10の画面に戻りますので、「OK」をクリックして設定は完了です。 



13.接続する際は、eduroam が使える場所にて Windows 画面右下のタスクバーにある もしくは をクリ

ックし「eduroam」を選択し、接続をクリックしてください。 

 

 


